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調べて解決する情報モラル教育に関する教材開発 
―図書資料を活用し、調べる体験を取り入れて―  
古谷 成司 
富里市教育委員会 
 
 
小学校学習指導要領は、SNS やグループチャットによる誹謗中傷やいじめ等の問題が小学生にも少なからず及んで
いる現状から情報モラルに関する指導を行う必要があるとしている。しかし、こうした問題は一向に減らず、大人で
さえ偽の情報をリツイートしたり、ウイルスに感染したメールを開いたりする等で社会的な問題になることもある。
これは実際にインターネット上の情報の真偽を調べたり、相談したりする等の経験不足によるものではないかと考え
た。そこで、小学生に対して図書資料を活用してインターネット上のトラブル事例の対処方法を調べる体験を取り入
れた情報モラルに関する授業実践を行った。その結果、子どもは書籍を活用したり教員や保護者等に相談したりする
ことがトラブル対処方法の一つであることに気づくことができた。 
	 キーワード：インターネットトラブル、情報モラル教材、インターネット上での誹謗中傷やいじめ、調べ学習	 
	 
	 
1.	 問題の所在 
 
1.1.	 小学生のインターネットトラブルについて	 
	 筆者が勤務している富里市教育委員会学校教育課に
対して情報モラルに関する授業の依頼やインターネッ
トトラブルに関する相談を受けることが少なくない。特
に、授業に関しては小学校からの要請が多い。同課では
平成 21 年度から「親子ケータイ出前授業1」を実施して
いる。この授業は中学校進学に際して携帯電話やスマー
トフォンを所持する子どもが多くなることから、様々な
インターネット上のトラブルを回避したり、携帯電話へ
の依存度が高くならないようにしたりするために富里
市内の小学 6 年生及び保護者に対して一緒に実施して
いるものである。 
しかし、当授業は小学校卒業前の時期であることから、
もっと早い時期、例えば、4 年生あたりから実施してほ
しいとの要請がある。 
	 では、小学生がインターネット上のトラブルに巻き込
まれている現状をみてみよう。 
	 内閣府（2015）によると、インターネットを利用して
いる小学生は 62.9％いるという調査結果が出ている2。
そのうち 16.4％がインターネット上のトラブルや問題
行動に関連する行為を経験しているとしている3。これ
を 40 人学級で置き換えると、ンターネットを利用して
いる子どもが約 25 人。そのうちインターネット上のト
ラブルを経験している子どもが約 4 人と考えられる。後
に述べるが、本研究における授業を実施した 20 人の学
級でも 4 名の子どもがチェーンメール等の経験があっ
たことからこの数値は妥当に思われる。また、小学校の
教員から卒業前よりも早い時期に情報モラルに関する
授業を行いたいという希望があることがこのことから
もうなずける。 
	 なお、中学生になると携帯端末の所持率が上昇するこ
とから一気にこの割合が高くなり、中学校生徒では
38.7％となっている4。さらに多くの子どもがインター
ネット上のトラブルや問題行動に関連する行為を経験
しているといえる。 
	 携帯電話やスマートフォン、ゲーム機、タブレット端
末等子どもたちを取り巻く機器やインターネット上の
環境も変化している。内閣府（2016）によると、小学生
のフィルタリング利用率は、スマートフォンでは平成
26 年度が 34.1％、平成 27 年度が 27.1％で 7.0 ポイント
減に、携帯電話では平成 26 年度が 71.5％、平成 27 年
度が 73.7％で 2.2 ポイント増となっている5。このよう
に、小学生のフィルタリング利用率はスマートフォンに
関しては低く、減少している。一時期、スマートフォン
は Wi-Fi 等の無線 LAN 環境ではフィルタリングがかか
らないという状況があったが、現在では携帯電話キャリ
ア各社ではブラウザ型フィルタリング6を用意している
ことからこうした環境においてもフィルタリングがか
かるようになってきている。 
	 しかし、フィルタリング利用率が減少しているのはな
ぜだろう。 
	 中学生のデータであるが、経済産業省（2015）による
と、フィルタリングを利用しない理由として、「初めか
ら保護者が必要ないと判断した」が 10.3％、「不便なの
で途中から外してもらった」が 2.7％で意図的にフィル
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タリングを外している場合が 13.0％であった。最も多か
った理由は「よくわからない。」という回答で 58.4％で
あった7。スマートフォン等でインターネットを利用す
ることで様々なトラブルに巻き込まれることがあると
いう危機意識が不足しているのではないだろうか。 
	 また、もう一方でフィルタリングのかけ方に手間がか
かったり、わかりづらかったりするというのも一因では
ないかと考える。 
	 例えば、Apple 社が提供している iOS8では、iPhone・
iPad 等に入っているアプリにはフィルタリングがかか
らない。もちろん iPhone や iPad にアクセス制限をか
ける方法があり、Web サイトでも紹介されているが、情
報機器にある程度詳しい保護者でない場合には敷居が
高い。 
	 また、子どもたちが所持しているゲーム機やタブレッ
ト型携帯端末、携帯音楽プレーヤーもインターネットに
つながるようになっている。これらにはスマートフォン
のようにフィルタリングサービスが最初から用意され
ておらず市販のフィルタリングソフトを購入しなけれ
ばならないものもある。しかも、こうしたソフトはゲー
ム機用、タブレット型携帯端末用と分かれているので、
費用も余計にかかる場合がある。  
	 いずれにしてもこのようにフィルタリング利用率の
減少を招いている状況は、子どもたちにとってインター
ネット上のトラブルに巻き込まれやすい環境になって
きているのではないだろうか。 
 
1.2.	 小学校における情報モラル教育について	 
これまで述べてきたような現状もあり、文部科学省で
は、小学校から情報モラル教育を実施していくよう求め
ている。では、小学校段階ではどのような情報モラル教
育が求められているのだろうか。	 
 
表 1 情報モラル教育の 2 領域 5 分野の内容について	 
心
を
磨
く
領
域 
【情報社会の倫理】 
人の作ったものを大切にし、他人や社会への
影響を考え行動することの大切さを学ぶ。 
【法の理解と遵守】 
情報をやりとりする際のルールやマナーを理
解し、それらを守る態度を学ぶ。 
【公共的なネットワーク社会の構築】 
協力してネットワークを使い、データやリソ
ースを共有することの大切さを学ぶ。 
知
恵
を
磨
く
領
域 
【安全への知恵】 
危険なものには近づかない、もし不適切な情
報に出会ったら大人に相談するなど適切に対
応できる態度を学ぶ。 
【情報セキュリティ】 
ＩＤやパスワードの保護や不正使用・不正ア
クセスの防止などを学ぶ。 
 
文部科学省国立教育政策研究所が平成 23 年 3 月に発
行の「情報モラル教育実践ガイダンス9」では、情報モ
ラル教育の内容として、2 領域 5 分野の内容をもれなく
扱うこととしている。2 領域 5 分野の内容は表の通りで
ある。内容については小学校に関するものを取り上げて
いる。 
また、当ガイダンスは、各教科の内容と表 1 で示した
ような情報モラル教育の内容との関係を明確にした上
で、学校の教育活動全体を通して適切に情報モラルを身
につけるための学習活動を位置づけるとしている。	 
小学校の情報モラルに関する指導内容や方法は各教
科・領域・道徳等で単元として設定されているわけでは
なく、学習指導要領及び各教科や道徳、総合的な学習の
時間の解説編にちりばめられている。例えば、「安全へ
の知恵」の指導内容であれば、総合的な学習の時間や社
会科の学習指導要領解説編にその記載がある。	 
文部科学省（2008a）『小学校学習指導要領解説	 総合
的な学習の時間編』では「自分自身が危険に巻き込まれ
ないことや情報社会に害を及ぼさないことなどの情報
モラルについても、機を見て丁寧に指導する必要があ
る」（p.51）としている。文部科学省（2008b）『小学校
学習指導要領解説	 社会編』では「情報を受け取る側の
正しい判断の必要性などについて考えをまとめること
が大切である」（p.81）としている。	 
このように、小学校における総合的な学習の時間や社
会科の学習指導要領において情報モラルに関する記述
を見る限り、具体的な指導内容や方法については残念な
がら示されていない。	 
しかし、文部科学省（2008c）『小学校学習指導要領解
説	 道徳編』では、情報モラルにかかわる題材を生かし
て話し合いを深めたり、コンピュータによる疑似体験を
授業の一部に取り入れたり、児童の生活体験の中の情報
モラルにかかわる体験を想起させたりするといった具
体的な指導方法には触れている10。また、『私たちの道徳』
においても各学年 1 単位時間の情報モラルに関する教
材が用意されている。ただ、道徳の時間では道徳性を高
めることが求められるため、インターネット上のトラブ
ルを回避するための方法について学ぶわけではない。こ
うした内容を具体的に学ぶために総合的な学習の時間
の活用が考えられる。しかし、総合的な学習の時間にお
いて、情報に関する学習を行う際には、問題の解決や探
究活動に取り組むことを通して学習活動が行われるよ
うにすることと規定されており11、情報モラルに関する
内容を単独で扱うことはできない。あくまでも、児童自
身が情報を収集・整理・発信する学習活動を通して情報
モラルに関する内容を扱うことになっている12。 
したがって、各教科や領域等の時間の中で学習内容と
並行して情報モラルに関する内容を扱わざるを得ない
状況である。情報モラルの授業においてインターネット
上のトラブルへのスキル的な対応に関する内容を 1 単
位時間程度で扱うのであれば学習指導要領上では学級
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活動となるであろう。文部科学省（2008d）『小学校学習
指導要領解説	 特別活動編』では、「（2）日常の生活や
学習への適応及び健康安全」のアからキまでで示した内
容のほかにも、情報モラルに関する指導などが考えられ
るとしている。しかし、学級活動で扱う本筋の学習内容
ではないことを読み取ることができる。 
このように、小学校において情報モラル教育の年間指
導計画は立てづらい状況にあると考える。したがって、
情報モラル教育に関する年間指導計画を立てている学
校は決して多くない。千葉県富里市、佐倉市、成田市、
印西市、白井市等 23 校に年間指導計画作成の有無につ
いて聞き取り調査をしたところ、一部の学年で作成して
いる学校は 3 校、全学年で作成している学校は 1 校のみ
であった。	 
とはいえ、先に述べたとおり小学校でも 4 年生あたり
からインターネット上のトラブルに巻き込まれること
からトラブルへのスキル的な対応に関する情報モラル
に関する授業は学校独自の判断で行わざるを得ない。そ
うなると、行政機関や企業で提供されている教材を使う
場合が少なくない。例えば、筆者が理事を務めている NPO
法人企業教育研究会ではソフトバンクモバイル株式会
社と連携して情報モラルに関する教材13を平成 28 年 1
月末現在で 530 校へ提供している。	 
では、行政機関や携帯キャリア・ゲーム会社等の企業
ではどのような教材が提供されているのだろうか。情報
モラルに関する授業として小学生でも理解ができると
思われる情報モラルの教材の主なものとその提供先及
び指導方法について、以下の表にまとめてみた。	 
	 
表 2 行政機関や企業で提供している情報モラル教材	 
教材名・提供先	 教材及び指導方法	 
「情報化社会の
新たな問題を考
える教材」	 
提供：株式会社
情報通信総合研
究所（文部科学
省委託事業）14	 
4 つの課題（インターネット依
存・インターネット被害・SNS
等のトラブル・適切なコミュニケ
ーション）に対して、それぞれ 2
つの映像教材が用意されている。
指導方法は、導入動画を視聴さ
せ、その動画の内容について話し
合わせる。最後に解説動画を視聴
し、授業のまとめを行う。	 
「スマホ・ケー
タイ安全教室」15	 
提供：株式会社
NTT	 ドコモ	 
	 
昔話に登場するキャラクターに
よるアニメーションやスライド
を用いて情報発信の仕方や知ら
ない人とのやりとり、ネットでの
メッセージについて考えさせ、具
体的な対処方法や判断能力、知識
を身につける内容になっている。 
「ネット安全教
室」16	 
提供：NTT 東日
イルカやハチが登場する子ども
が親しみやすいアニメーション
を使用し、実社会に基づいたスト
本株式会社	 
	 
	 
ーリー展開により、インターネッ
ト上のコミュニケーションにつ
いて考え、話し合うことより具体
的な対処方法や判断能力、知識を
身につけるような内容になって
いる。	 
「みんなで考え
よ う 	 ケ ー タ
イ・スマートフ
ォン」	 
提供：ソフトバ
ンク株式会社	 
	 
	 
携帯電話やスマートフォンの問
題に関する知識を直接教えて啓
発する形式ではなく、映像教材を
もとに問題提起し、主体的に考
え、話し合い、問題点を客観的に
考えることで、自らの携帯電話、
インターネットの利用法や付き
合い方を振り返る内容となって
いる。	 
「KDDI ケータ
イ教室」17	 
提供：KDDI 株
式会社	 
	 
	 
子どもたちがケータイを利用す
る際に守ってほしいルールやマ
ナー、覚えておいてほしいケータ
イ・スマホやインターネットにか
かわるトラブルや事件・事故の事
例を紹介し、子どもたちが自らの
判断でリスクを回避する能力を
身に付ける内容となっている。	 
「事例に学ぶ情
報モラル」18	 
提供：グリー株
式会社	 
	 
インターネット上で起こりうる
「コミュニケーショントラブル」
や「炎上事例」を題材に、問題点
を整理しながらインターネット
上での「適切なふるまい」や「正
しい使い方」を学べる内容となっ
ている。	 
	 
これらの教材は子どもたちが映像や資料に引き込ま
れるような質の高いものが多い19。筆者もこの中の複数
の教材を使用したことがあるが、子どもたちが授業に飽
きてしまったことはなかった。決してこれらが全ての教
材ではないが、この表からもわかるように子どもたちが
映像から課題を見つけ、その課題の解決方法を話し合っ
て結論を出し、最後に解決編の映像が用意されていると
いう授業のパターンがほとんどである。先に述べた『小
学校学習指導要領解説	 道徳編』で示されている指導方
法も話し合いであったり、体験を想起させたりといわゆ
る考えることに主眼が置かれている。	 
ここまで子どものインターネット上のトラブルに関
して話を進めてきたが、大人でもトラブルに巻き込まれ
ることはある。例えば、平成 23 年 3 月 11 日に起きた東
日本大震災の際、千葉県市原市のコスモ石油千葉製油所
の火災について、「有害物質が雨などと降るので注意」
とするデマがツイッター20等で出回り、多くのリツイー
トでこの情報が拡散されていった21。 
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また、平成 27 年 5 月 8 日、日本年金機構九州ブロッ
ク本部（福岡市）の外部窓口のメールアドレスに、「竹
村」という送信者から 1 通のメールが届いた。職員がメ
ール末尾にあった URL をクリックした。ウイルスの実
行ファイルのダウンロードが始まった。パソコンが感染
し、サイバー攻撃により個人情報が大量に流出した22。 
このように、インターネット上にはデマもあることや、
知らないアドレスをクリックするとパソコンがウイル
スに感染したりするかもしれないことは、多くの人は知
識としてもっていると思われる。特に、後者の日本年金
機構の職員は外部からのメールには注意するように指
導を受けていたようである。しかし、メールにあった
URL をクリックしてしまった。指導は受けていてもこ
のように行動してしまったのはなぜか。	 
考えられる原因の一つに、日頃からネットの情報が本
当かどうかを調べて確かようとする経験が不足してい
たところにあるのではないだろうか。	 
例えば、URL がメールに添付されていた場合、検索
エンジンを使ってその URL を調べると、例えばサイバ
ー攻撃に関するような内容であればネット上で危険で
あることを知らせてくれることが多い。また、調査した
いサイトの URL 等を入力することにより、関連する情
報を表示するサービス23もインターネット上に用意され
ている。	 
これまでの情報モラルに関する授業は、先に紹介した
ようにインターネット上の情報やトラブルについて解
決する方法を考えさせた上で、適切な知識を教えること
が多い。この中では、「わからないことや困ったことが
あったら、先生やおうちの人にたずねましょう。」とい
った形で、事の真偽を確かめるように促している場合が
多い。	 
しかし、これらの真偽を調べて確かめるという体験自
体も情報モラルの授業の中に取り入れていくことが必
要なのではないだろうか。	 
	 インターネット上の情報の真偽や問題を回避する方
法を調べる体験を行えば、こうしたトラブルを回避する
ことができる素地が養えるのではないかと考える。	 
	 そこで、本研究ではインターネット上のトラブルを調
べて解決に導く授業プログラムを開発し実践していく
こととする。この授業プログラムにより、実際にトラブ
ルを回避することができるようになるかどうかまで評
価することはできない。しかし、少なくともこうしたト
ラブルに巻き込まれたときに解決する手段の一つとし
て「調べる」という手立てがあることを体験的に身につ
けることが重要であると考える。	 
	 	 
2.	 研究の目的と方法	 
	 
2.1.	 研究の目的	 
	 インターネット上のトラブルを調べて解決に導く授
業プログラムを開発、実践し、本授業プログラムの有効
性を検証する。	 
	 
2.2.	 研究の方法	 
本研究では、小・中学生が体験することが予想される
インターネット上のトラブルを調査し、それに基づいて
架空のトラブル事例を作成し、図書資料を活用してそれ
を解決する授業プログラムを富里市内の小学校で 4 年
生を対象に実施する。	 
考察にあたっては、授業内での子どもの反応等を分析
するとともに、事後のアンケートを参考にし、本授業プ
ログラムの有効性や課題を明らかにする。	 
	 
3.	 授業開発	 
	 
3.1.	 小・中学生が体験することが予想されるインター
ネット上のトラブルについて	 
	 授業の中で扱うトラブルの内容については、総務省が
発行している『インターネットトラブル事例集（平成
26 年度版）24』を参考にすることとした。本事例集は、
小・中学校や高等学校の教員、インターネットトラブル
に精通する専門家へのヒアリングを通じて、実際に起き
たインターネットトラブルに関する事例を集めている
からである。扱っている内容は、表 3 の通りである。	 
	 
表 3 インターネットトラブルの事例一覧	 
1 スマートフォン特有のトラブル	 
(1)不審な無線 LAN のアクセスポイントへの
接続に伴う通信内容の流出	 
(2)不正アプリのインストールによる意図しな
い個人情報の流出	 
2 書き込みやメールでの誹謗中傷やいじめ	 
(1) SNS やプロフなどでのいじめ	 
(2)なりすまし投稿による誹謗中傷	 
(3)動画共有サイトを用いたいじめ	 
3 ウイルスの侵入や個人情報の流出	 
(1)パソコンのコンピューターウイルスの感染	 
(2) SNS やプロフからの個人情報流出による
嫌がらせ	 
(3)ID・パスワードを他人に教えたことによる
不正アクセス	 
(4)複数投稿サイトの情報が関連付けられるこ
とによる情報の流出	 
(5) SNS 型チェーンメールによる情報流出・被
害誘発	 
4 ショッピングサイトなどからの思いがけない
代金請求や詐欺	 
(1)大人名義のクレジットカードの使用	 
(2)ショッピングサイトなどの利用に伴う代金
詐取	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(3)ワンクリック請求などの不当請求	 
5 著作権法などの違反	 
(1)ゲームソフトの違法ダウンロード	 
(2)動画の違法なアップロードとダウンロード	 
6 誘い出しによる性的被害や暴力行為	 
(1)ネットを通じて知り合った人からの誘い出
し・脅迫・画像の強要	 
(2)掲示板等の書き込みをきっかけとした暴力
行為	 
7 ソーシャルゲームなどの中毒性がもたらす悪
影響	 
(1)ソーシャルゲーム上での金銭の浪費	 
(2)オンラインゲームの長時間利用による日常
生活への悪影響	 
8 犯行予告など	 
(1)地域社会に不安を与える犯行予告	 
(2)掲示板での特定した個人に対する脅迫行為	 
(3)出会い系サイトやコミュニティサイトでの
子供による違法な誘い出し	 
	 
	 この中から小学生が比較的体験しそうな内容を取り
上げるとすると、「2	 書き込みやメールでの誹謗中傷や
いじめ」「7	 ソーシャルゲームなどの中毒性がもたらす
悪影響」であると考えられる25。ただ、調べ学習により
トラブルを解決する学習の場合、コミュニティサイトを
通じたトラブルにあたる前者の方が望ましいと考え、こ
の事例をもとにして授業で使用する資料としていくこ
ととする。	 
	 
3.2.	 調べ学習に用いる資料について	 
	 インターネット上のトラブルの解決方法を調べるに
はまずホームページを検索する手段が考えられる。しか
し、数多くの情報が検索結果として表示されるため、必
要な情報を読み取ることが難しい。小学校中学年という
発達段階から考えると、調べ学習に用いる資料はわかり
やすいものでなければ学習が成立しづらい。	 
	 そこで、調べ学習に用いる資料は『スマホ・パソコン・
SNS よく知ってネットを使おう！こどもあんぜん図鑑』、
（藤川大祐：監修	 講談社：著）とした。当書籍は文字
の量が少なく、平易な文章で書かれており、小学校中学
年の子どもが短時間で調べるのに適している。 
	 
3.3.	 授業で扱う架空事例について	 
	 授業で扱うインターネットのトラブル事例を解決す
る方法が使用する図鑑に掲載されていないと調べ学習
が成立しない。	 
	 そこで、使用する図鑑に掲載されている内容から「書
き込みやメールでの誹謗中傷やいじめ」に関する内容で
以下のような 4 つの架空事例を作成した。	 
	 
(1) 誤解しやすい言葉の使用	 
＜問 1＞	 はなちゃんは、ぬいぐるみの写真を見て、「か
わいいなあ」と思って、「このくま、かわ◯◯◯◯」と
いうメッセージを送ったら、りさ、えみ、あいの 3 人が
おこってしまいました。何というメッセージを送ったの
でしょうか？また、どうして 3 人がおこったのでしょう
か？	 
	 	 
	 
図 1 は、LINE 等のグループチャットで起こりうる事
例で、文字による誤解に関する問 1 の内容である。はな
は、くまのぬいぐるみを見て、「かわいい」という気持
ちを込めて「かわいくない」という文字で表現した。と
ころが、「かわいくない」という文字だけを見ると、「か
わいくない」という気持ちが相手に伝わってしまい、ト
ラブルになってしまうというものである。	 
	 
(2) チェーンメール 
＜問 2＞友達から、はなちゃんのところにこのようなメ
ールが送られてきました。 
はなちゃんは、この場合どうすればいいですか？ 
	 図 2 は問 2 のチェーンメールの事例である。友達から
チェーンメールが送られてきたことに対して、どのよう
に対応したらよいかというものである。 
 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
図１	 問１の使用画像	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(3)なりすまし	 
＜問 3＞	 はなちゃんのところにこのメールが送られて
きました。どうやら、この人はさいふを落として困って
いるみたいですね。ただ、はなちゃんはメールを送って
きた人が知らない人です。はなちゃんは、この場合どう
すればいいですか？ 
	 図 3 はあたかも友達のようになりすまして、メールで
誘いをかけ、金銭をだまし取ろうとする内容であり、こ
のようなメールに対してどのように対応したらよいか
というものである。	 
	 
図 3	 問 3 の使用画像	 
	 
(4)SNS での悪口	 
＜問 4＞体育のポートボールの授業でのことを、あいち
ゃんがえみちゃんにこのメッセージを送ってきました。
えみちゃんは、はなちゃんにこのメッセージを見せまし
た。はなちゃんは、この場合どうすればいいですか？	 
	 図 4 は SNS で書き込まれた自分の悪口の画面を友達
から見せられたときにどのように対応したらよいかと
いうものである。	 
	 なお、これらの架空事例はできる限り図鑑に載ってい
る内容をそのまま使わないように心がけた。なぜならば、
図鑑に載っていることそのものが実生活の中で起きる
ことは少ないと考えるからである。したがって、図鑑の
内容を読み取ることにより解決方法が見つけ出せるよ
うな架空事例にしてある。 
	 
	 
	 
	 
4.	 授業の実際	 
	 	 
	 検証授業については千葉県富里市立富里第一小学校
において筆者が実施した。	 
	 教科名：学級活動	 
	 時	 間：60 分	 
	 学	 年：小学 4 年生	 
	 実施日：平成 27 年 3 月 20 日（金） 
	 教	 材：『スマホ・パソコン・SNS よく知ってネット
を使おう！こどもあんぜん図鑑』	 
	 ねらい：インターネットに関するトラブルについて、
書籍（図鑑）を用いて調べ、解決方法を見つ
けることができる。	 
【授業展開】	 
(1) 東日本大震災の際に起きた SNS 上で実際に起きた
話をとりあげる 
最初に、東日本大震災が起きた日に千葉県市原市に
おいて石油コンビナートで発生した火災のニュース
映像と、その際にツイッターで映像で見えている煙に
は有毒な物質が入っている旨のメッセージが発信さ
れ、周りの人たちに気をつけるように呼びかけたこと
を子どもたちに伝えた。	 
	 	 子どもたちにはスマートフォン等には、このように
様々な情報を流れてくることがあることをとらえさ
せた。	 
(2) 授業のねらいを提示する 
4 つの架空事例においてどう行動すればよいか正し
い解決方法を見つけることが本時のねらいであるこ
とを伝えた。 
	 	 ①誤解しやすい言葉の使用	 ②チェーンメール 
③なりすまし	 ④SNS での悪口	 
(3)	 4 つの架空事例について考える	 
図 4	 問 4 の使用画像	 
図 2	 問 2 の使用画像	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 4 つの架空事例及び設問についてテレビ画面に表示し
て説明し、一人一人にワークシートを配布して、１つ１
つの設問に対して解答を書かせた。なお、解答を書かせ
た段階では正解については子どもたちに知らせておら
ず、この段階での各設問の主な解答は以下のとおりであ
る。 
①誤解しやすい言葉の使用については、正解率は 35％
（不正解が 20 名中 13 名）。主な誤答例は「かわいいか
な」「かわいいねえ」であった。	 
②チェーンメールについては、正解率は 40％（不正
解が 20 名中 12 名）。主な誤答例は「メールで友達に一
気に送る」「みんなに協力してと伝える」であった。	 
③なりすましについては、正解率は 50％（不正解が
20 名中 10 名）。主な誤答例は「だれですか？と尋ねる」
「家にはありませんと答える」であった。	 
④SNS での悪口については、正解率は 35％（不正解
が 20 名中 13 名。）主な誤答例は「わからない」「悪口を
言ったことをみんなに伝えて、相手をこらしめる」であ
った。	 
半数以上の子どもが誤答であることから実際にこう
したトラブルに直面した場合には誤った対応をする可
能性が高そうである。	 
(4) 4 つの架空事例を調べる担当を決めて書籍を使って
正解を調べる。 
	 調べる活動においては、4 年生では時間内にすべての
事例の正解を導き出すことはメールや SNS 等に慣れて
いないことや図鑑の内容を読解する力から考えて１つ
の解答を図鑑の中から見つけ出すこととした。ただし、
班で同じものを調べるのではなく、班の子ども一人一人
が 4 つの事例を調べる担当を決め、事例ごとに担当者が
集まって調べることとした。そして、調べた内容を班に
持ち帰って班の仲間に説明することとした。これはジグ
ソー学習26と呼ばれる方法である。 
	 ジグソー学習を取り入れた理由は、一人一冊ずつ図鑑
をもち、自分が担当する事例を調べていく過程で、図鑑
から解決方法を導き出せない子どもが相当数いると考
えたからである。ジグソー学習であれば同じ課題に取り
組んでいるので、解答を導き出せない場合には同じグル
ープの友達から教わることができると考えたからであ
る。 
(5)	 図鑑を使って事例を解決する方法を見つける 
	 実際に図鑑を使って解決方法を調べたところ、答えを
見つけ出せなかった子どもは 20 名中 4 名であった。し
かし、この 4 名も同じグループの仲間の助けで解答を導
き出すことができた。 
(6) 班に戻って、見つけた解決方法を課題①から順番に
班の友達に説明する。	 
	 図 5 のように、班に戻って図鑑を使って班の友達に説
明する活動を取り入れることにより、責任をもって調べ、
内容の理解ができていたことからどの班でも解答の説
明は問題なくできていた。	 
(7) 4 つの課題の解決方法についての解説を聴く 
	 班で解答の説明が誤りなく行われていたので、解答を
簡単に確認した。ただし、事例②については、本当に起
きている可能性があるかもしれないことを伝え、その場
合を考慮すると他の解決方法がないかを考えさせた。子
どもたちからは「本当に起きているか、友達や先生に尋
ねる」という答えが出され、事実かどうか確認すること
の必要性に気づかせた。 
	 その上で、授業の導入で取り上げた石油コンビナート
火災による煙が有害であるというツイートはデマであ
り、多くの人々が黒い煙だけを見て、それを有害と判断
してツイートを拡散させていった話をした。そして、今
後起こりうるトラブルに対して、事実かどうかを調べて
確かめることの必要性に気づかせていった。	 
(8)	 今日の授業の振り返り 
	 子ども一人一人に授業アンケートを配布し、そこに感
想等を記入していった。	 
	 
 
5.	 研究の考察	 
	  
本研究で一番大切なことは図鑑を調べることで解決
方法を見つけることができたという体験である。20 名
中 16 名が図鑑の中にトラブルを解決するヒントがある
ことを自力で見つけることができたが、その他の 4 名も
同じグループの力を借りながらではあるが見つけるこ
とができた。 
授業後の感想では、全ての子どもが「紛らわしい言葉
は使わない」「チェーンメールが来ても絶対に回さない」
といった類いの授業の内容理解に関する数多く記述が
あった。また、「インターネットで困ったときは調べた
り、相談したりする」といったトラブルへの対処方法の
記述は 20 名中 8 名であった。 
本授業から 10 ヶ月経った平成 28 年 1 月 22 日に同ク
ラスの子ども全員に本授業に関する事後調査をした。ま
ず、事例②③と同じ問題を出し、どのようにすればよい
図 5 班の友達に調べた解答を説明している様子	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か対処方法を尋ねたところ、事例②の正解率は 90％、
事例③の正解率は 80％であった。3 月 19 日の授業の正
解率が事例②が 35％、事例③が 50％ということから考
えると授業日から 10 ヶ月過ぎてもトラブルへの適切な
対処方法が身についている子どもが多いととらえるこ
とができる。 
次に、新たな架空事例として、親しい友人から大事故
が起きて病院で血液が不足しているので献血してほし
いというメールが来た場合の対処方法について尋ねた
ところ、メールを送ってきた友人に確かめると答えた子
どもの割合が 78％、本当に大事故が起きているか調べ
ると答えた子どもの割合が 94％であった。この新たな
設問に対しても実際に友人に確かめたり、大事故が起き
ているかどうかを調べたりするといった対処方法が同
じく身についているといえる。	 
藤川（2009）は、「何につけても『ちょっと待って』
と考えられることが、情報モラルを身につけた状態だと
考えます」27と述べている。事後調査のようにトラブル
に対して調べようとしたり、相談したりする、少し立ち
止まって考えて対処する姿勢が身についてくればトラ
ブルを回避する率は高くなるのではないかと考える。 
 
6.	 本研究の成果と課題	 
	 
6.1.	 成果	 
インターネット上のトラブルに対して「調べる」体験
を取り入れた授業プログラムを実施することにより、今
後起こりうるであろうトラブルに対して、調べたり相談
したりすることにより解決方法を見いだそうとする姿
勢を身につけることができたと考える。	 
	 
6.2.	 課題	 
	 本授業プログラムでは図鑑が適切な解決方法のより
どころとしたが、実生活では図鑑を持ち歩くことは少な
く、ウェブサイトを使って見つけ出すことで代用するこ
とになるであろう。その際、複数のウェブサイトの中か
ら適切なものを選択する必要が出てくる。したがって、
今後は必要な情報を選択する力も身につけていくこと
が必要だと考える。 
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